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1．はじめに 

京都議定書は削減目標を遵守するための手段として、エネルギー起源の温室効果ガスの

削減だけでなく森林吸収源を拡大することも認めている。吸収源のアジェンダは、今まで

の国際交渉で特に複雑な問題として扱われており、科学アセスメントと政治交渉が平行し

て進められてきた。また、一般的に森林は炭素吸収源としての機能以外にも、他の環境問

題など多岐にわたり重要な役割を果たしている。したがって、京都議定書で認められてい

る吸収源活動のさまざまな価値・機能を包括的に評価し実施する必要があるにも関わらず、

同議定書にはこれに配慮した文言が一切ないことが懸念されている。  

 

2．研究内容  

本研究ではまず、地球温暖化の国際交渉の参与観察と文献調査をもとに、吸収源の交渉

論点に対する各国の交渉ポジションと合意内容の要因分析を行う。また、複数の環境問題

間の相互連関の理論的な分析枠組みを構築したあと、吸収源活動の他の環境問題との相互

連関（インターリンケージ）に着目し、分析枠組みにしたがって湿地保護や生物多様性と

のインターリンケージを整理し、その問題点を明らかにする。次にそうした問題点を踏ま

え、気候変動枠組条約・第9回締約国会議（COP9）で運用細則が決定された吸収源CDMにつ

いての分析と評価を行う。最後に、吸収源活動における地球温暖化と他の環境問題とのイ

ンターリンケージの問題を解決するための提案を試みる。 

 

3．結論と提言  

吸収源の交渉の中で、IPCCによる吸収源の科学アセスメントは3条3項の評価結果を除い

てあまり影響力を発揮しなかった。特に、3条4項（森林管理活動）では科学的知見ではな

くクレジット割引や上限値に関する政治的駆け引きが中心であった。交渉ポジションはEU

対非EU先進国対途上国の三極構造となり、もっとも大きな譲歩を勝ち取ったのは非EU先進

国であった。インターリンケージは議定書には組み込まれていなかったものの、吸収源CDM

に関する合意の中で初めて言及された。しかし、COP9での最終合意では何の規定もない状

態に逆戻りしたため、インターリンケージの観点をCDMドナー国の実施ガイドライン等に組

み込まなければ、森林の多様な価値・機能が十分考慮されない恐れがある。 
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森林吸収源と他の環境問題との生態系インターリンケージ 
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 炭素固定増大によ
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炭素吸収源の活動は

さまざまな問題と相

互連関の関係にある。

当然、森林吸収源は

バイオマスエネルギ

ーにもなるのでエネ

ルギー安全保障問題

とも相互連関がある

が、本報告では特に

国際環境問題に絞っ

て相互連関を論じる。 
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